
社会福祉法人 雲仙市社会福祉協議会

第10回雲仙市社会福祉大会

「すごろく」で事業計画・予算

日赤活動資金・長崎県奉賛金、弁護士相談

小地域活性化活動振興事業、フードバンク 5

手軽に読める雲仙市の「ふくし」の広報誌

誕
生
か
ら
20
年
を
迎
え
た

雲
仙
市
社
会
福
祉
協
議
会
。

新
た
な
可
能
性
へ
の
挑
戦
を
。

「
第
10
回
雲
仙
市
社
会
福
祉
大
会
」

誕
生
か
ら
20
年
を
迎
え
た

雲
仙
市
社
会
福
祉
協
議
会
。

新
た
な
可
能
性
へ
の
挑
戦
を
。

「
第
10
回
雲
仙
市
社
会
福
祉
大
会
」

〔写真〕第10回雲仙市社会福祉大会〔写真〕第10回雲仙市社会福祉大会

20th Anniversary 202520th Anniversary 2025

も

く

じ

2025

Vol.127



　
雲
仙
市
社
会
福
祉
協
議
会
誕
生

20
周
年
を
迎
え
、
令
和
７
年
２
月

22
日
（
土
）、
吾
妻
町
ふ
る
さ
と
会

館
に
お
い
て
、
第
10
回
社
会
福
祉

大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
式
典
の

中
で
、
社
会
福
祉
の
発
展
に
功
績

の
あ
っ
た
方
々
を
顕
彰
し
、
元
大

相
撲
小
結
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
相
撲
解
説
者

で
あ
ら
れ
る
舞
の
海
秀
平
氏
を
お

迎
え
し
、「
可
能
性
へ
の
挑
戦
」
と

題
し
、
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
市
町
村
合
併
に
併
せ
て
、
雲
仙

市
社
会
福
祉
協
議
会
も
誕
生
し
20

年
。
記
念
す
べ
き
年
の
社
会
福
祉

大
会
に
約
450
名
の
方
々
に
参
加
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

雲
仙
市
社
会
福
祉
協
議
会

特
別
会
員
の
紹
介

（
令
和
７
年
２
月
～
３
月
）

　

本
会
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
本

会
が
行
う
地
域
福
祉
事
業
に
参
画
し

て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

会
員
制
度
を
採
用
し
て
い
ま
す
。

　

特
別
会
費
を
納
入
い
た
だ
い
た
特

別
会
員
を
紹
介
し
ま
す
。（
敬
称
略
）

◆ 

有
限
会
社
エ
ス
・
ワ
イ
・
シ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ク
ベ
レ

　

社
会
福
祉
協
議
会
会
員
制
度

　

社
会
福
祉
協
議
会
の
会
費
制
度

は
、
地
域
福
祉
を
推
進
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
お
り
、
住
民
や
団
体
、

企
業
等
が
任
意
で
会
費
を
納
め
る
制

度
で
す
。

　

雲
仙
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
も
以

下
の
３
種
の
会
費
の
納
入
を
お
願
い

し
て
い
ま
す
。

〔
会
費
の
種
類
〕

● 

一
般
会
費

　

…

年
額
５
０
０
円
以
上

　
　

福
祉
推
進
員
（
自
治
会
長
）
を

通
じ
て
各
世
帯
へ
依
頼

● 

賛
助
会
費

　

…

年
額
１
，
０
０
０
円
以
上

　
　

個
人
に
対
し
て
依
頼

● 

特
別
会
費

　

…

年
額
３
，
０
０
０
円
以
上

　
　

企
業
団
体
等
に
対
し
て
依
頼

地

域福祉への参画

02

舞
の
海
秀
平 

氏

『
可
能
性
へ
の
挑
戦
』

舞
の
海
秀
平 

氏

『
可
能
性
へ
の
挑
戦
』
当日のタイムテーブル当日のタイムテーブル

13:00-13:30 受付
13:30      開会
13:30-14:00 式典
14:10-15:40 記念講演
15:40-15:50 記念撮影
15:50      閉会

参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
か
ら
の

社
会
福
祉
大
会
へ
頂
い
た

ご
意
見
を
紹
介
し
ま
す
。

▼
舞
の
海
さ
ん
の
話
が
聞
け
て
良
か
っ
た
で

す
。
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。▼
た
く
さ

ん
笑
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。▼
相
撲
を

熱
心
に
み
ら
ん
ば
と
思
っ
た
。▼「
可
能
性
へ

の
挑
戦
」
日
常
の
生
活
と
お
き
か
え
こ
れ
か

ら
も
目
標
に
向
か
っ
て
頑
張
り
ま
す
。▼
ふ

る
さ
と
会
館
４
１
４
席
が
ほ
ぼ
満
席
に
な
っ

た
の
を
初
め
て
見
ま
し
た
。
た
い
へ
ん
良
い

企
画
で
し
た
。▼
社
会
福
祉
大
会
は
地
域
の

問
題
に
即
し
た
内
容
も
必
要
か
と
思
い
ま

す
。
し
か
し
、
数
年
に
一
度
く
ら
い
は
こ
の

よ
う
な
内
容
も
い
い
な
。▼
お
も
し
ろ
い
話

を
聴
い
て
出
席
し
た
観
客
が
拍
手
を
し
た

り
、
笑
っ
た
り
す
る
こ
と
で
、
人
間
同
志
の

心
が
触
れ
合
っ
た
よ
う
な
一
体
感
が
生
ま
れ

て
来
る
の
で
、
心
が
暖
か
く
な
り
ま
す
。
ぜ

ひ
、
こ
の
よ
う
な
機
会
を
続
け
て
い
っ
て
欲

し
い
で
す
。

福
島 

悟 

様

福
島 

悟 

様

金
澤
智
平 

様

金
澤
智
平 

様

永
岡
藤
仁 

様

Fukushima Satoru

Mainoumi Shuhei

Kanazawa Chihei

被
表
彰
者
紹
介

被
表
彰
者
紹
介

社
会
福
祉
協
議
会
役
員
等
と
し
て
永

年
勤
続
表
彰
を
受
賞
さ
れ
た
方

〔
雲
仙
市
社
会
福
祉
協
議
会
理
事
〕

▼ 

千
々
石
町　

福　

島　
　
　

悟　

様

社
会
福
祉
団
体
役
員
と
し
て
の
社
会

福
祉
事
業
協
力
者
表
彰
を
受
賞
さ
れ

た
方
々

〔
社
会
福
祉
団
体
役
員
等
〕

▼ 

国
見
町　
　

宮　

本　
　
　

浩　

様

▼ 

瑞
穂
町　
　

芦　

塚　

庄　

衛　

様

▼ 

千
々
石
町　

関　
　
　

市
三
郎　

様

▼ 

千
々
石
町　

林　

田　

重　

美　

様

▼ 

千
々
石
町　

田　

中　

章　

子　

様

▼ 

小
浜
町　
　

林　

田　

康　

信　

様

▼ 

南
串
山
町　

金　

澤　

智　

平　

様

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
代
表
受
領
）

福
祉
推
進
員
と
し
て
社
会
福
祉
事
業

協
力
者
表
彰
を
受
賞
さ
れ
た
方

〔
福
祉
推
進
員
ま
た
は
自
治
会
長
〕

▼ 

千
々
石
町　

永　

岡　

藤　

仁　

様

Nagaoka Fujihito

永
岡
藤
仁 

様
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仙
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迎
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催
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績
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自
治
会
の
主
体
的
な
活
動
を
支
援

小
地
域
活
性
化

活
動
振
興
事
業

New
 Business

新規事業

新

「
食
」
を
つ
な
げ
る
と
い
う
支
援

フ
ー
ド
バ
ン
ク

つ
な
ぐ
Ｂ
Ａ
Ｎ
Ｋ

つ
なぐＢＡＮＫ

foodbank

食

　

自
治
会
単
位
で
進
め
ら
れ
て
い
る

活
動
の
支
援
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、

小
地
域
に
お
け
る
地
域
福
祉
の
推
進

と
福
祉
意
識
の
高
揚
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
助
成
金
。

◆
助
成
金
額
（
上
限
額
）◆

　

５
０
，
０
０
０
円

◆
対
象
団
体
◆

　

雲
仙
市
内
の
自
治
会

◆
対
象
と
な
る
事
業
◆

　

１
．
地
域
交
流
の
活
性
化
活
動

　

２
．
伝
統
文
化
の
伝
承
活
動
や
文

　
　
　

化
財
の
保
護
活
動

　

３
．
自
然
環
境
の
保
全
活
動

　

４
．
異
年
齢
及
び
世
代
間
の
交
流

　
　
　

活
動

　

５
．
青
少
年
の
育
成
活
動

　

６
．
子
育
て
に
対
す
る
支
援
活
動

　

７
．
国
際
的
な
協
力
活
動

　

８
．
そ
の
他
福
祉
の
推
進
を
図
る

　
　
　

た
め
特
に
必
要
と
認
め
ら
れ

　
　
　

る
活
動

※

詳
し
く
は
、
本
会
事
業
企
画
課
ま

　

で
お
問
合
せ
下
さ
い
。

　
　
　
　

０
９
５
７-

37-

２
８
５
５

　

本
会
が
支
援
対
象
児
童
等
見
守
り

強
化
事
業
の
一
環
で
「
つ
な
ぐ
Ｂ
Ａ

Ｎ
Ｋ
う
ん
ぜ
ん
」
と
し
て
行
っ
て
い

る
フ
ー
ド
バ
ン
ク
に
、
た
く
さ
ん
の

方
々
か
ら
食
材
等
を
提
供
し
て
頂
い

て
い
ま
す
の
で
紹
介
し
ま
す
。

　
　
　
　
　

令
和
７
年
２
月
～
３
月

　

◆ 
原
田
サ
ツ
ヨ　

様

　

◆ 
吉
本
義
雄　

様

　

◆ 

村
岡　

茜　

様

　

◆ 

株
式
会
社
ア
ム
ザ　

様

　

◆ 

Ｅ
Ｂ
Ａ
Ｒ
Ｕ　

様

　

◆ 

吉
川
塗
装　

様

　

◆ 

株
式
会
社
Ｈ
Ｉ
Ｒ
Ｏ　

様

　

◆ 

セ
ブ
ン-

イ
レ
ブ
ン
雲
仙
吾
妻
店　

様

　

◆ 

セ
ブ
ン-

イ
レ
ブ
ン
雲
仙
愛
野
店　

様

　

◆ 

セ
ブ
ン-

イ
レ
ブ
ン
雲
仙
グ
リ
ー
ン
ロ
ー
ド
店　

様

　

◆ 

フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
グ
リ
ー
ン
ロ
ー
ド
国
見
店　

様

　

◆ 

安
勝
寺　

様

　
　

（
お
て
ら
お
や
つ
ク
ラ
ブ
）

　

◆ Amazon

「
み
ん
な
で
応
援
」

　
　

 

プ
ロ
グ
ラ
ム
協
力
者　

様

　

い
つ
も
本
当
に

　
　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
ど
も
地
域
食
堂

あ
な
た
の
知
ら
な
い

レ
ス
ト
ラ
ン

あ

なたの知らない

レストラン

3th
in 吾妻

「
食
」
を
つ
な
げ
る
と
い
う
支
援

嬉
し
か
っ
た
食
材

つ
な
ぐ
Ｂ
Ａ
Ｎ
Ｋ

アンケート

協
力のお願い

　

フ
ー
ド
バ
ン
ク
を
実
施
す
る
中
で
、

利
用
者
の
方
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い

ま
し
た
。
お
米
を
は
じ
め
、
食
材
等

の
価
格
高
騰
も
あ
り
ま
す
が
、
皆
さ

ん
の
ご
協
力
に
よ
り
安
定
し
た
食
材

等
の
確
保
が
で
き
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
食
材
等
の
提
供
の
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

米 -16（84.2％）
インスタント食品 -15（78.9％）

缶詰類
調味料
野菜

ドリンク剤
のど飴

お菓子類
ジュース類

おむつ
生理用品
化粧品類
文房具

衣料品類（ﾏｽｸ等）
乾麺・乾物等

-10（52.6％）
-11（57.9％）
-12（63.2％）

-5（26.3％）
-4（21.1％）

-13（68.4％）
-11（57.9％）

-1（5.3％）
-12（63.2％）

-11（57.9％）
-6（31.6％）
-6（31.6％）

-1（5.3％）

フードバンクアンケート
もらって嬉しかった食材等は何ですか？
（複数回答可）

ど
ん
な
活
動
に
使
え
る
の
？

た
と
え
ば
、
公
民
館
の
備
品
整
備
、

環
境
美
化
活
動
と
し
て
の
花
苗
購
入
、

地
域
食
堂
の
開
設
経
費
等

　

社
協
の
こ
ど
も
地
域
食
堂
「
あ
な

た
の
知
ら
な
い
レ
ス
ト
ラ
ン
３
th 

in

吾
妻
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
回
は

第
３
回
目
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
モ

デ
ル
地
区
と
し
て
、
対
象
を
町
内
の

子
ど
も
た
ち
や
高
齢
者
に
拡
大
し
案

内
を
し
ま
し
た
。

　

吾
妻
町
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議

会
の
皆
さ
ん
を
中
心
に
、
ひ
ま
わ
り

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
団
体
の
皆
さ
ん
に

協
力
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

当
日
の
メ
ニ
ュ
ー
は
、
カ
レ
ー
と

素
麺
、
フ
ル
ー
ツ
ポ
ン
チ
。
約
210
名

の
方
が
来
場
さ
れ
ま
し
た
。
学
校
で

も
な
い
、
家
庭
で
も
な
い
、
福
祉
施

設
で
も
な
い
、
無
限
大
の
可
能
性
を

秘
め
た
雲
仙
市
の
新
し
い
「
居
場
所
」

と
し
て
の
「
支
援
の
カ
タ
チ
」。
今
後

は
、
市
内
に
広
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

「
子
ど
も
食
堂
」「
地
域
食
堂
」
を

始
め
た
い
と
思
わ
れ
る
方
が
お
ら
れ

ま
し
た
ら
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

０
９
５
７-

37-

２
８
５
５

メニュー
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0405

ママと一緒に子育て
サロンに参加する。
子育てサロン JAMJAM

小学校に入学する。
新入学児童黄色い帽子
配付事業

小学校で福祉教育を
受け、福祉に目覚める。
福祉教育（福祉講話
各種体験学習）

福祉教育の影響を受け
募金活動を始める。
赤い羽根共同募金
日本赤十字社活動資金
各種災害義援金　等

中学校に進学

中学校で受けた白杖の
体験が活き、人助けを
して、新聞に取り上げ
られる。

こども地域食堂で
ボランティア活動を始
める。
こども地域食堂支援

ボランティア活動中に
ケガをする。
ボランティア活動保険

高校進学を目前にして、
親とともに社会福祉協
議会に相談する。
福祉総合相談

高校に進学する。
進学に必要な入学金や
必要な経費を無利子で
借りる。
生活福祉資金
教育支援資金

部活動で全国大会に
出場し活躍する。

友だちと一緒に防災士
資格を取得し、地域防
災活動に目覚める。
災害対策支援

大学進学か就職か悩む。
サイコロを振って、
　　～　　が出たら、大学進学コース
　　～　　が出たら、就職コース

高校卒業後、大学進学
高校時代の教育支援資
金の償還猶予を申請し、
新しく教育支援資金を
無利子で借りる。
償還猶予申請
教育支援資金

高校卒業後、就職
高校時代の教育支援資
金の償還が始まる。
教育支援資金償還開始

大学在学中に、様々な
資格を取得する。

就職後、仕事に必要な
様々な資格を取得する。

最年少でヒット商品を
生み出し、社長賞を
受ける。

社長賞が続き、
「同期のヒーロー」と
呼ばれるようになる。

海外支店へ転勤になり、
英会話スクールに通い、
英語に目覚める。国内
支店に、戻った際には、
英語堪能職員として重
宝される。

同期の仲間と一緒に
休暇を利用して、被災
地支援や様々なボラン
ティア活動を行う。
災害対策
サマーボランティア
キャンペーン

アルバイトを始める。
接客業を通じて、
コミュニケーションに
必要な能力を高め、
「スーパーバイト」と
呼ばれるようになる。

大学の学園祭において
中心的な存在として、
「学園祭実行委員会情報
宣伝局長」を務める。

就職活動に明け暮れる。

大学卒業後、就職
高校・大学時代の教育
支援資金の償還が併せ
て始まる。
教育支援資金償還開始

順風満帆な人生

社会福祉協議会の
賛助会員になる。
社会福祉協議会会員制度

仕事において、
大きな失敗をして悩む。

生活が苦しくなり、
相談先を探して、
社会福祉協議会に行く。
福祉総合相談事業

退職した会社と自分が
発案したデザインの件
でもめて、社会福祉協
議会に相談に行く。
法律相談事業

資金を借りて起業し、
IT 会社を立ち上げる。
生活福祉資金（生業）

退職

１マス
戻る

一時的な生活困窮に
陥り、社会福祉協議会
から現物支給による支
援を受ける。
緊急食料支援事業

更に生活が苦しくなり、
社会福祉協議会から
生活費の資金を借りる。
雲仙市社協福祉資金

爆発的なヒット商品の
おかげで収入が増え、
借りていた福祉資金等
全て償還完了する。
償還完了　※償還…返済

企業収益もアップした
こともあり、地域貢献
として社協のフードド
ライブに食材等を寄附
する。
支援対象児童等見守り
強化事業
フードバンク
フードドライブ

開発したシステムが
大ヒットし、会社の
経営が右肩上がりに。

借りていた資金の
償還が滞る。

２マス
戻る

２マス
進む

社会福祉協議会主催の
日帰り福祉旅に参加し、
将来配偶者となる方と
出会い、頬を赤らめる。
福祉教育
日帰り福祉旅

結婚

子どもが生まれる。
子育てサロンに参加。
JAMJAM 支援

退職後、ゆとりのある
生活をしていたが、
これまでの自分の知識
経験・スキルを社会に
活かしたいと考えるよ
うになり社会福祉協議
会に相談する。
就労的活動支援

地域における活動を始
めたことで見えてきた
「障がい」のある人の
こと。
視覚に障がいのある方
と仲良くなり、ボラン
ティア活動を始める。
視覚障害者生活訓練

手話に興味がわく。
手話奉仕員養成講座に
参加し、聴覚に障がい
のある方と仲良くなる。
手話通訳者設置

親の介護が必要になり、
社会福祉協議会に相談
する。
地域包括支援センターを
紹介してもらい介護認
定を受ける
福祉総合相談

軌道に乗った会社を
後継者に引き継ぐ。

一時的に介護用品を
無料で借りることが
できた。
福祉用具貸出事業

社会福祉協議会に相談
して、親の金銭管理を
してもらうことになる。
日常生活自立支援事業

親戚から伯母さんの
「後見人」についての
相談を受けて、社会福
祉協議会に相談する。
成年後見制度利用促進に
係る中核機関業務

市民公後見人養成講座を
受講する。
成年後見制度利用促進に
係る中核機関業務

伯母さんの成年後見申
立てをしたところ、社
会福祉協議会が法人後
見人として受任する。
法人後見事業

地震発生。
M8.0、最大震度 7。
家族と指定避難所に避
難し、地域の方と避難
所の運営にあたる。
災害対策

被災したことを受け、
社会福祉協議会から現
物支給による支援を受
ける。
食料等支給事業

被災地における避難所
運営が認められて、自
治会の役員に就任。

自分たちの命を守る為、
自治会における自主防
災組織を結成する。
自主防災組織支援

高齢者の方々と接する
機会が多く、「傾聴」の
必要性を感じ、傾聴ボ
ランティア養成講座を
受講する。
ボランティアセンター
傾聴ボランティア養成講座

地域の民生委員児童委
員に就任する。
各町民生委員児童委員
協議会の事務支援

民生委員児童委員協議
会の会長になる。
雲仙市民生委員児童委
員協議会の会計事務支援

自治会内でこども地域
食堂を始める。
小地域活性化活動振興
事業

こども地域食堂を自治
会内から町内に拡大さ
せる。
地域福祉活動団体支援
事業

こども地域食堂につい
て認められ、雲仙市社
会福祉大会において事
例発表を行う。
雲仙市社会福祉大会

FM ひまわり「社協のお
時間です！」にゲスト
出演する。
広報・啓発事業

地域の社会福祉法人と
一緒に新しい買い
物支援システムの
構築に成功する。
生活支援体制整備事業

親が認知症になり、社
会福祉協議会に相談し、
ＳＯＳオレンジネット
ワークに登録する。
見守りネットワーク

親の死を通じて、親の
愛を再確認し、社会福
祉協議会に香典返し寄
附を行う。
一般寄附・香典返し寄附

第 2層の生活支援コー
ディネーターに就任。
第 2層協議体構成員と
一緒に地域課題解決に
向けて向き合う。
生活支援体制整備事業

１マス
進む

民生委員児童委員協議
会の推薦を受け、社会
福祉協議会の理事にな
る。
組織基盤の強化
会員制度の理解と加入の
促進

老人クラブに入会する。
雲仙市老人クラブ連合
会及び各町老人クラブ
連合会の事務支援

シニアいきいきカレッ
ジに登録し参加する。
就労的活動支援

第二次世界大戦で戦死
した祖父に思いをはせ、
遺族会の役員になる。
雲仙市連合遺族会の
事務局運営

戦没者追悼式に参列。
雲仙市戦没者慰霊奉賛
会の事務局運営

地域の老人クラブの仲
間と小浜老人福祉セン
ターで温泉を楽しむ。
指定管理施設の適正な
管理・運営

地域の高齢者を中心と
した住民の居場所とし
て、サロンを立ち上げ、
健康寿命の延伸を図る。
ふれあい・いきいきサロン

これまで関わってきた
各種団体において、後
継者を育成し、会長職
等の役職を引き継ぐ。
団体支援（後継者育成）

隠居生活を楽しむ

孫と遊ぶ

-GOAL-
あがり
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大学進学コース

　　～

就職コース
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雲仙市民として
生まれる。
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天命を全うし
大往生。

２マス
進む

STOPSTOP

令和 7年度事業計画人生すごろく
～雲仙市社会福祉協議会との接点を読み解く～

令和 7年度

事業計画及び予算の

詳細はこちらから！

２マス
進む

17

51

みんな
１回休み

さぁ、人生の後半へ！

STOP- 休憩
27

黄色い帽子配付

シニアいきいきカレッジ

日帰り福祉旅

社会福祉大会

こども地域食堂

高齢者等見守り研修

フードバンク
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-02-

①つまんだ両手 2指の指先を合わせ、
　左右へ引き離す。
②両手を斜め前に進め、指先を
　合わせる。

☆「長い」という手話と、「崎」
　という手話を合わせて
　「長崎県」を表す。

①人差し指と中指を伸ばし、掌を前に向け、
　左下から市章をなぞるように動かす。
②掌を内側にして、親指と
　人差し指、中指を伸ばす。

☆指文字「う」で市章を動かし、
　指文字「し」で市を表す。
　

「長崎県」「雲仙市」

06

（雲仙市市章）

雲仙市社会福祉協議会が
各種の地域福祉事業を行う

人のために使うお金
146,843 千円

（69％）

地域の人を中心に
地域のために使うお金

47,345 千円
（22％）

長崎県
雲仙市

別の表現も
あります。

支出 収入

出ていくお金合計

212,858 千円

入ってくるお金合計

212,858 千円

その他の
入ってくるお金
24,056 千円
（11％）

その他に使うお金
18,670 千円

（9％）

各種事業を実施して
利用者から

入ってくるお金
8,231 千円
（4％）

市民の皆さんからの
会費や寄附
17,580 千円

（8％）

（支出） （収入）

令和 7年度
雲仙市社会福祉協議会の

「出ていくお金」と「入ってくるお金」

（予算 -シャボン玉 Version）

雲仙市や
共同募金会等から
入ってくるお金
99,451 千円
（47％）

受託金
63,540 千円
（30％）

やってみよう！手話！～みなさんも「手話」にチャレンジしてみませんか～手 話

突
然
で
す
が
、「
手
話
雑
学
」

　

手
話
に
は
利
き
手
の
違
い
は
、

　

あ
り
ま
せ
ん
。
自
分
の
利
き
手
で
。
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ご
逝
去
さ
れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を
お
祈
り

い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、
ご
遺
族
の
ご
厚
情

に
対
し
ま
し
て
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

な
お
、
個
人
情
報
保
護
法
に
基
づ
き
、
同

意
を
頂
い
た
方
の
み
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

皆
様
か
ら
の
寄
付
金
は
、

雲
仙
市
の
地
域
福
祉
活
動
の

財
源
と
し
て
活
用
さ
れ
ま
す
。

皆
様
か
ら
の
寄
付
金
は
、

雲
仙
市
の
地
域
福
祉
活
動
の

財
源
と
し
て
活
用
さ
れ
ま
す
。

雲
仙
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
の
寄
附
は
、
税
制
上
の
優
遇
措
置
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

令和7年 2月 1日

令和 7年 3月 31日

～

令和7年 2月 1日

令和 7年 3月 31日

～

一
般
寄
附

国
見
支
所

　
◆ 

今
出
老
人
ク
ラ
ブ　

様　

今
出

香
典
返
し
寄
附

国
見
支
所

　
◆ 

出　

田　

和　

幸　

様　

今
出

　
　
　
　

故 

出
田　

和
彦　

様

　
◆ 

柳　

野　
　
　

誠　

様　

今
出

　
　
　
　

故 

柳
野
ス
ミ
ヱ　

様

　
◆ 

秋　

泉　

マ
サ
コ　

様　

馬
場
第
一

　
　
　
　

故 

秋
泉　

徹
翁　

様

　
◆ 

中　

島　

武　

之　

様　

船
津
西

　
　
　
　

故 

中
島
ト
シ
子　

様

　
◆ 

山　

本　

順　

也　

様　

楠
高

　
　
　
　

故 

山
本　

邦
彦　

様

　
◆ 

馬　

場　

あ
ゆ
み　

様　

上
古
賀

　
　
　
　

故 

川
﨑　

龍
城　

様

瑞
穂
支
所

　
◆ 

西　

園　

節　

夫　

様　

東

　
　
　
　

故 

西
園　

福
代　

様

　
◆ 

前　

田　

健
二
郎　

様　

栗
林

　
　
　
　

故 

前
田　

ス
　ゞ

様

　
◆ 

平　

田　

良　

孝　

様　

河
内

　
　
　
　

故 

平
田
フ
ヂ
コ　

様

　
◆ 

土　

井　

千
佐
子　

様　

東

　
　
　
　

故 

土
井　

真
一　

様

あ
りがとうございました
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カ
レ
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今
年
度
も
始
ま
り
ま
す

　

赤
い
羽
根
共
同
募
金
の
助
成
金
を

活
用
し
て
、
小
学
校
一
年
生
に
黄
色

い
帽
子
を
配
付
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
配
付
か
ら
、
男
女
別
で

は
な
く
、
野
球
帽
型
・
メ
ト
ロ
型
を

選
択
式
と
し
、
採
寸
の
際
に
選
ん
で

い
た
だ
き
ま
し
た
。

第
２
回

日
時　

５
月
22
日
（
木
）
13
時
30
分
よ
り

場
所　

千
々
石
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
橘
荘

　

「
長
崎
の
伝
統
野
菜
を
作
ろ
う

　
　

～
種
か
ら
考
え
る
栽
培
技
術
～
」

第
３
回

日
時　

６
月
17
日
（
火
）
10
時
よ
り

場
所　

小
浜
町
南
本
町
公
民
館

　

笑
顔
の
健
康
講
座

　
　
　
　
　

  

「
高
齢
者
の
健
康
管
理
」

Thank you for your donation
 to the Unzen City Social Welfare Council.

07

喜び

不安 希望

友だち

今
年
も
雲
仙
市
内
小
学
校
に

黄
色
い
帽
子
配
付
し
ま
し
た



社会福祉法人

雲仙市社会福祉協議会
http://unzenshakyo.net/

〒854-0405
長崎県雲仙市千々石町戊 762 番地
 TEL 0957-37-2855  FAX 0957-37-2564

国見支所　　TEL 0957-78-0596　瑞穂支所　　TEL 0957-77-3670　吾妻支所　　TEL 0957-38-3511
愛野支所　　TEL 0957-36-0071　千々石支所　TEL 0957-37-2755　小浜支所　　TEL 0957-75-0620
南串山支所　TEL 0957-88-2143

旧千々石
　幼稚園

千
々
石

総
合
支
所

小
学
校

JA
千々石SS 十八親和

銀行

日本郵便

諫
早
方
面
→

←
小
浜
方
面

○

○
○

○

○

○

専照寺

○

千々石
老人福祉センター

■

ココ

←諫早方面 南串山方面→
小浜総合支所

バスターミナル○
○

○

小浜消防署

小浜
老人福祉センター

■

ココ

愛野小学校

雲仙市商工会 Aｺｰﾌﾟ 千々石方面→

←諫早方面

←吾妻方面

○
愛の夢未来センター

○
○

○

愛野
保健福祉センター

■

ココ

先着順で予約を受け付けていますので、お早めにご予約ください。
弁護士が抱えている案件の都合上、相談を受けることができない場合もあります。

雲仙市社会福祉協議会

広報誌に掲載した写真を差し上げます。事業企画課（0957-37-2855）までご連絡ください！

※対象外の写真もあります。

こ
の
雲
仙
市
社
会
福
祉
協
議
会
広
報
誌
「
に
じ
」
は
、
皆
様
か
ら
の
会
費
・
共
同
募
金
の
助
成
金
に
よ
り
作
成
し
て
い
ま
す
。

生活上の法律問題について、
弁護士が無料で相談に応じます。
秘密は固く守られます。弁護士相談のご案内

令和7年９月３日（水）
担当弁護士

森本　精一　先生

令和7年 6月 4日（水）
担当弁護士

宮木　光　先生

令和7年 8月 6日（水）
担当弁護士

曽場尾　雅宏　先生

日
本
赤
十
字
社

活
動
資
金

　

長
崎
県
戦
没
者
慰
霊
奉
賛
会
で

は
、
各
世
帯
に
対
し
、
奉
賛
金
へ
の

ご
協
力
の
お
願
い
を
し
て
い
ま
す
。

●
目
安
額
●

　

一
世
帯
に
つ
き
、
６
０
円

ご協力をよろしくお願いします。

　

日
本
赤
十
字
社
は
、
世
界
中
で
、

戦
争
・
紛
争
犠
牲
者
の
救
援
を
は
じ

め
、
災
害
被
災
者
の
救
援
、
医
療
・

保
健
・
社
会
福
祉
な
ど
、
人
道
的
支

援
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

長
崎
県
支
部
で
は
毎
年
５
月
を
運

動
月
間
と
し
て
、
自
治
会
を
通
じ
て

各
世
帯
に
活
動
資
金
へ
の
ご
協
力
の

お
願
い
を
し
て
い
ま
す
。

　

赤
十
字
の
活
動
は
、
皆
様
か
ら
の

ご
寄
附
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
ま

す
。

●
目
安
額
●

　

一
世
帯
に
つ
き
、
４
４
０
円

赤十字マークは、病院や医療を象徴す

るマークだと思っている方も少なくな

いようですが、とても大切な意味をも

つマークであり、その使用については

赤十字社と法律等に基づいて認められ

ている組織に限られています。

赤十字マークの配色は、赤十字の創設

者アンリー・デュナンの祖国であるス

イスに敬意を表して、スイス国旗の配

色を逆にしたものが基になっています。

　

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
日
本
赤

十
字
社
活
動
資
金
は
、
定
め
ら

れ
た
基
準
（
割
合
）
で
事
務
費

と
活
動
費
の
交
付
金
が
日
本
赤

十
字
社
長
崎
県
支
部
雲
仙
市
地

区
に
配
分
さ
れ
ま
す
。

　

市
民
の
み
な
さ
ん
に
活
用
し

て
い
た
だ
く
た
め
、
雲
仙
市
社

会
福
祉
協
議
会
各
支
所
等
へ
の

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
や
火
災
や
災
害

等
に
遭
わ
れ
た
方
の
一
時
的
な

支
援
等
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

日本赤十字社活動資金
雲仙市内での活用

　

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
長
崎
県

戦
没
者
慰
霊
奉
賛
会
奉
賛
金
は
、

定
め
ら
れ
た
基
準
（
割
合
）
で

雲
仙
市
戦
没
者
慰
霊
奉
賛
会
に

助
成
さ
れ
ま
す
。

　

雲
仙
市
か
ら
の
補
助
金
と
合

わ
せ
て
、
先
の
大
戦
に
お
い
て

平
和
の
礎
と
な
ら
れ
た
雲
仙
市

出
身
の
３
，
３
０
０
余
柱
に
感

謝
の
誠
を
捧
げ
る
べ
く
、
雲
仙

市
戦
没
者
追
悼
式
に
活
用
さ
れ

て
い
ま
す
。

奉賛金
雲仙市内での活用

長
崎
県
戦
没
者

　
　
慰
霊
奉
賛
会

奉
賛
金
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